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奄美市名瀬の県立大島高校（竹井俊久校長、生徒７５８人）は書道・放送・陸上の３部活動が全国大

会への出場を決めた。書道部と放送部の全国出場は３年連続。出発を前に、生徒たちが決意を語った。 

 

  書道部（池田光麿顧問、部員３５人）の加美優

さん（３年）は縦２３０㌢、横８０㌢の篆書「袁宏

道詩」が県の高文連賞に輝き、８月７～９日に長野

県松本市で開かれる２０１８年度全国高校総合文化

祭に参加する。 

  加さんは「緊張はあるが、全国のすばらしい作

品を見て勉強できることが楽しみ」と話した。 
 
 
 
 

 
  

 放送部（東健二顧問、部員９人）は第６５回ＮＨ

Ｋ杯全国放送コンテスト県予選のラジオドキュメン

ト部門で優秀賞を受賞。部長の白浜朱夏さん（３

年）と部員の德田藍さん（同）、登島凜さん（１

年）が７月２３～２６日に東京ＮＨＫホールなどで

ある全国大会に出場する。 

  白浜さんは「先輩方から受け継いだ記録を次に

つなげるよう大会でたくさん学び、他の部員たちへ

伝えたい」と意気込んだ。 
 
 

 陸上部（屋宮俊樹顧問、部員４５人）は、女子７

種競技の北村杏理さん（３年）が南九州大会を２位

（記録４１６７点）で通過。８月２～６日に三重県

である全国高校陸上競技対校選手権大会に挑む。 

  北村さんは「プレッシャーはない。自分の力を

出しきり、自己ベストの４１７４点を超えたい」と

決意を語った。 

 

 
書道部の加さん（右）と池田教諭 

 
（写真左から）ドラマ制作に取り組んだ放送部

の本田啓人さん、白浜部長、德田さん、東教諭 

 
陸上部の北村さん（左）と屋宮教諭 


